
２．マイクロ／パネルデータ分析

• 「新新」国際貿易理論
–企業の異質性。

• 企業組織・企業間関係
–中小企業研究など。

• 第2のアンバンドリング
–企業活動が分割されて国境をまたいで展開。
–企業内分業と企業間分業。

• 企業単位の政策研究が不可欠
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例：企業活動の国際化と産業空洞化

• 企業活動基本統計をベースとする分析
– 東アジアにおける海外子会社設立 −＞ 国内雇用（数・本社
機能・製造活動）、国内事業所・子会社、海外売上・仕入

– 労働関係統計との接続ができれば、skill shift等の分析も可能
に（cf. カナダ、デンマーク、その他欧州諸国）。

– 海外子会社側の活動（e.g., R&D）に関する情報が不足。海事、
把捉率も低い。

• 国際貿易統計をベースとする分析
– Extensive margin（HS9桁分類ｘ仕向地国）の分析：世界金融危
機−＞輸出ベースの恒常的縮小

– 企業との名寄せができれば、インパクトを詳細に分析できる（cf. 
アメリカ、欧州諸国）。

• サービス業
– 国際化の実態不明（cf.イギリス）。
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Figure  Typical sequence in international production networking
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Source: Ando and Kimura (2012).
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